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１．問題と目的１）
現行の学習指導要領において部活動は，生徒の学習意欲の向上や責任感，
連帯感の涵養に資するものであるとされ，学校教育の一環として教育課程と
の関連が図られるよう留意することが示されている２）。学校教育は学習指導
と生徒指導からなる。そして，生徒の興味・関心に基づき自主的，自発的な
参加により行われる部活動は，生徒指導の機能が生かされる場や機会が多
く，生徒指導の実践の場となっている３）。また，『生徒指導提要』では，生徒
指導の重要な目標として社会的なリテラシ （ーSocietal Literacy）の育成の重
要性について示されている４）。社会的なリテラシーとは，「知識や技術，断片
的な個々のリテラシー，自己と社会についての認識などを身に付けるだけで
なく，社会のなかで，その時々の状況を判断しながら，それらを適切に行使
することによって，個人や社会の目的を達成していく包括的・総合的な能力」５）
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１）本章の論考については，次の文献の一部を引用している。川口厚「公立中学校の
部活動における外部指導員の活用に関する研究」『日本生涯教育学会論集３８』，
２０１７年，pp．６１-６３。
２）文部科学省『中学校学習指導要領 総則編』ぎょうせい，２００８年，p．１９。
３）佐々木正昭『生徒指導の根本問題』日本図書センター，２００４年，pp．２０４-２０５。
４）文部科学省『生徒指導提要』教育図書，２０１０年，p．１，２２５。
５）森田洋司「『生徒指導提要』とこれからの生徒指導─「社会的なリテラシー」の
育成という視点から─」学事出版，『生徒指導学研究』第９号，２０１０年，p．１５
キーワード：生徒指導，部活動，教育的意義，社会的なリテラシー
川 口 厚
５９
と定義しておく。
社会的なリテラシーについて森田（２０１０）は，意識や行動が個人化してい
く「私事化社会」６）にあって，教育の社会的な機能の具体化を図りつつ社会の
形成者としての資質を涵養する生徒指導の重要性について言及し，社会の形
成者としての資質・能力に必要な学びについて示している。そして，以下の
４つの要素が基盤となり，社会的なリテラシーが形成されると論じている。
１点目として，学びの基礎となる豊かな心と健やかな体を培うことであ
る。２点目として，知識や技術を学び，それを社会の場で実践する力であ
る。３点目として，自己と社会を学ぶことである。４点目として，様々なリ
テラシーを学ぶことが必要である。リテラシーの具体例としては，言葉や情
報に関するリテラシー，学習態度や学びのスキルなど学びに関するリテラ
シー，対人関係のリテラシー，基本的な生活習慣をはじめとする日常生活や
規範意識，公共の精神を含めた社会生活に関わるリテラシーがあげられる
（図１）。部活動は，生徒の興味・関心に基づき，練習や試合，発表などをと
おして多様な活動が行われるため，様々なリテラシーを学ぶ場として機能し
ている。例えば，先輩-後輩による縦の人間関係の集団活動や，対外試合や
発表会等による外部との交
流の機会は，「対人関係」
及び「社会生活」のリテラ
シーの育成に資すると考え
る。
現在の学校では，主とし
て学級を基礎集団とした同
年齢集団による教育活動が
６）森田は，私事化社会について，社会のガバナンス（統治）のあり方や制度，仕組
みが，公的なものから私的なものへと比重を高める変化の動向を意味する一方，
人々の意識や行動に着目すれば，私生活とその中核に位置する「私」への関心の
比重を高めていく社会意識の傾向を意味すると述べている。森田洋司「生徒指導
と社会的なリテラシーの育成」ぎょうせい，『文部科学時報』２０１０年９月号，
２０１０年，p．１４。
図１ 社会的なリテラシーの具体例
６０ 桃山学院大学経済経営論集 第５９巻第４号
行われる。一方，現代の日本社会では核家族化・少子化が進行し，生徒は，
親や教員以外の大人や異年齢の仲間と交流する機会が減少している。先輩が
後輩に技術指導を行うことや後輩が先輩を手本として自らの成長を目指すこ
となど，先輩-後輩からなる縦の人間関係により日常的に集団活動が行われ
ることは，生徒会や学校行事で行われる異年齢集団活動とは異なる部活動の
特質である。他方，上下関係や異年齢集団で構成される人間関係は，学校や
企業，地域等，日本のあらゆる社会や，組織・集団に存在している７）。
次に，学校における教員の現状について述べる。経済協力開発機構
（OECD）の調査では，日本の教員の仕事時間は，参加国・地域の中で最も
長いという結果が示されている８）。教員が，週休日等に部活動を指導した場
合は，部活動手当が支給される９）。しかし，その支給額は僅かであり，中学
校や高校の部活動指導が半ば教員の無償労働によって成り立っているという
実態がある１０）。そして，日本体育協会の調査では，部活動顧問教員が，専門
的指導力の不足や校務の多忙を問題視していることを指摘している１１）。さら
に，若手教員らが中心となり，部活動顧問の選択権についての署名が文部科
学省に提出されたことがマスコミで取り上げられるなど，教員の部活動マネ
ジメントの改善が課題となっている１２）。これに加えて学校では，いじめや不
登校などの生徒指導上の諸問題の複雑化・多様化，子どもの貧困問題への対
７）中根千枝『タテ社会の人間関係』講談社現代新書，１９６７年，pp．７０-７６。
８）国立教育政策研究所編『OECD国際教員指導環境調査（Teaching and Learning
International Survey）２０１３年調査結果報告書』明石書店，２０１４年，pp．１７３-
１７５。
９）大阪府「職員の特殊勤務手当に関する条例」によると，週休日等の部活動指導に
従事した場合，３７００円を上限に教育特殊業務手当（部活動手当）が支給される。
（http://www.pref.osaka.lg.jp/houbun/reiki/reiki_honbun/k201RG00000241.html
#e000000836，２０１６年７月２３日参照）
１０）長沼豊『部活動の不思議を語り合おう』ひつじ書房，２０１７年，pp．６９-７１。本書
では，部活動顧問の過重負担問題について「顧問はボランティア」であるという
表現の妥当性について，ボランティア活動の特性である自発性と無償性等の視点
から疑問を呈している。
１１）公益財団法人日本体育協会指導者育成専門委員会「学校運動部活動指導者の実態
に関する調査報告書」公益財団法人日本体育協会，２０１４年
１２）毎日新聞，朝刊，総合面，２０１６年６月１４日，p．２６（高木香奈・伊達拓也）。
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応等，求められる役割が拡大し，教員だけで対応することが困難な状況にあ
る。それゆえ学校は，「チームとしての学校」１３）を踏まえ，校長のリーダー
シップの下，教員一人ひとりが自らの専門性を発揮するとともに，専門家や
外部人材を有効に活用することが求められている。
現在，次期学習指導要領が示されているが，それに先立つ中央教育審議会
答申では，部活動について，「現行学習指導要領における位置付けを維持し
つつ，将来にわたって持続可能な在り方を検討」することの必要性を示す一
方，「教員の負担軽減の観点も考慮しつつ，地域の人々の協力，社会教育と
の連携など，運営上の工夫を行うこと」の必要性を挙げている１４）。文部科学
省は，「チームとしての学校」の実現と教員の長時間労働等１５）の負担軽減を
目的とし，学校が「部活動指導員」を活用することを法制化した。そこで
は，部活動指導員の職務として想定されているものとして，実技指導や学校
外での活動（大会・練習試合等）の引率，生徒指導に係る対応，事故が発生
した場合の現場対応などが含まれ，部活動指導員が単独で部活動顧問となる
ことも制度上は可能となる１６）。
学校は，これまで外部指導員やボランティア人材等の外部人材を技術指導
の担い手として活用してきた。部活動指導員が法制化されたことにより，今
１３）文部科学省中央教育審議会「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策につ
いて（答申）」文部科学省２０１５，pp．３-８。（http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/02/05/1365657_00.
pdf，２０１６年１０月２６日参照）
１４）文部科学省 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」文部科学省，
２０１６，pp．１００-１０１。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/
toushin/_ _icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf，２０１７年３月７日参照）
１５）文部科学省が実施した２０１６年度の公立小中学校教員の勤務実態調査（速報値）
では，中学校教諭の５７．６％が週に６０時間以上勤務していることや，土日の部活
動が２００６年度実施の前回調査に比べ，１時間６分から２時間１０分にほぼ倍増し
たことが公表されている。（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/04/_ _
icsFiles/afieldfile/2017/04/28/1385174_002.pdf，２０１７年４月２９日参照）
１６）スポーツ庁「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知）」
２０１７，（http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/hakusho/nc/1383344.htm，２０１７
年４月２７日参照）
６２ 桃山学院大学経済経営論集 第５９巻第４号
後は，部活動指導員が教職員の一員として単独で部活動指導を行うことが想
定される。また，将来にわたって持続可能な部活動の在り方として部活動の
社会教育化の検討が進められることも考えられる。それゆえ，学校教育とし
ての部活動の教育的意義を明らかにする必要がある１７）。
以下に部活動の教育的意義に関する先行研究を概観する。
岡田（２００９）は，中学生の部活動への参加と学校への心理社会的適応につ
いての調査で，部活動への参加が生徒の発達や適応を促進する一方，場合に
よっては生徒にネガティブな影響を与える可能性を示唆している１８）。角谷
（２００５）は，公立中学校の生徒を対象に質問紙調査を実施し，部活動へ積極
的に参加することが，学校生活への満足感を高める可能性を示している１９）。
斉藤（２００１）は，中学校と高校の部活動が大学生活適応に及ぼす影響につい
て調査し，部活動が友人とのコミュニケーションの場として有効であること
や，部活動で形成された友人関係が，人生を通しての価値となる可能性を述
べている２０）。吉村（１９９７）は，中学校の部活動において，生徒の自己表現・
主張を育成することが多くの問題点を改善する手掛かりとなるだけでなく，
学校適応感の向上につながることを示唆している２１）。
上に示した先行研究は，部活動の教育的意義について心理社会的な視点か
ら論じている。
青木ら（２０１１）は，大学生を対象に，中学校時代の運動部活動体験につい
１７）川口厚，前掲論文，pp．６７-６８。本稿では，部活動指導員が将来的に学校の教職
員の一員として部活動指導に携わることを想定し，外部指導員と部活動指導教員
の協働の視点から諸提言を行っている。
１８）岡田有司「部活動への参加が中学生の学校への心理社会的適応に与える影響─部
活動のタイプ・積極性に注目して─」『教育心理学研究』５７，２００９年，pp．４１９-
４３１。
１９）角谷詩織「部活動への取り組みが中学生の学校生活への満足感をどのように高め
るか─学業コンピテンスの影響を考慮した潜在成長曲線モデルから─」『発達心
理学研究』第１６巻第１号，２００５年，pp．２６-３５。
２０）斉藤浩一「中・高校の部活動が大学生活適応に及ぼす影響」『日本特別活動学会
紀要』第９号，２００１年，pp．３０-３１。
２１）吉村斉「学校適応における部活動とその人間関係のあり方─自己表現・主張の重
要性─」『教育心理学研究』第４５巻第３号，１９９７年，pp．１０１-１０２。
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ての回顧調査を行い，運動部活動がライフスキル獲得に強く影響を与えてい
ることを示している２２）。長谷川（２０１１）は，大学生を対象とした質問紙調査
の再分析を通して，高校で部活動を引退するまで継続して参加した経験が，
大学生活においてスキル獲得に対する志向性を高める要因となっていること
を示している２３）。日野（２０１０）は，中学生を対象に質問紙調査を行い，部活
動に参加している生徒ほど，ライフスキルが獲得され，指導者の積極的関与
の程度と生徒のライフスキル獲得との間に有意な関係性を示している２４）。上
野（２００７）は，大学生を対象とした調査で，運動部活動への参加を通じたラ
イフスキルに対する信念が時間的展望の獲得に影響を及ぼすことを推察して
いる２５）。
上に示した先行研究は，部活動をとおしたライフスキルの形成やスキル獲
得に対する志向性について論じられている。
川口（２０１５）は，部活動の歴史的な経緯を整理した上で，現代における公
立中学校の部活動の教育的意義と今日的課題について運動部活動を中心に論
じている２６）。林（２０１０）は，私立高校における部活動の活動見学を通して，
生徒のリーダーシップ養成の可能性について言及している２７）。仁木（２０１０）
は，中学校の校長や顧問教員が，部活動の教育的効果として生徒の基本的生
活習慣の形成に寄与する点について高く評価していることを明らかにしてい
２２）青木久美子・杉森浩之・下川実吉・熊谷佳代「中学校時代の運動部活動が及ぼす
人間形成について」『岐阜大学教育学部研究報告』第３５巻，２０１１年，p．１２６。
２３）長谷川祐介「大学生活に対する志向性に及ぼす中学高校部活動の影響─教科外活
動の長期的効果に関する分析可能性─」『大分大学教育福祉科学部研究紀要』第
３３巻１号，pp．９７-１０８。
２４）日野克博「中学校部活動における生徒のライフスキル獲得と生徒からみた指導者
のライフスキル指導との関係」『愛媛大学教育学部保健体育紀要』第７号，２０１０
年，pp．４３-４４。
２５）上野耕平「運動部活動への参加を通じたライフスキルに対する信念の形成と時間
的展望の獲得」『体育学研究』Vol．５２ No．１，２００７年，pp．４９-６０。
２６）川口厚「公立中学校における部活動の教育的意義と今日的課題に関する研究」
『日本生涯教育学会論集３７』，２０１６年，pp．９３-１０２。
２７）林幸克「部活動における生徒指導の意義と課題─桜花学園高等学校インターアク
トクラブの実践事例に基づく考察─」『岐阜大学教育学部研究報告』第５９巻第１
号，pp．２８３-２９２。
６４ 桃山学院大学経済経営論集 第５９巻第４号
る２８）。
上に示した先行研究は，部活動と生徒指導の関係について論じられてい
る。
部活動の教育的意義についての研究は，これまで教育心理学・体育学にお
いて実証的な研究が蓄積されている。しかしながら，部活動と生徒指導の機
能を関連付けた学術的な研究は極めて少なく，生徒に育む社会的資質・能力
に関する調査研究が不十分であったと思われる。部活動が，学校教育の一環
として教育課程と関連した教育活動として機能するためには，部活動が生徒
指導の機能であることに焦点をあてた研究の蓄積が求められると考える。そ
れゆえ，部活動が生徒指導の実践の場として生徒のコミュニケーション力，
規範意識等，社会の形成者として必要な資質・能力を育成していることを検
証していくことが必要である。
そこで，本論文では，生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義に
ついて，社会的なリテラシー育成の視点から検討することを目的とする。そ
のために，A大学の教職課程を履修する学生を対象としたアンケート調査を
行い，部活動をとおして育成される社会的なリテラシーと教員による部活動
指導の在り方を探っていく。
２．アンケート調査の実施と分析
（１） アンケート調査
①調査対象者：関西地区A大学文系学部１年生から４年生を対象とし
て，筆者が担当する授業（「教職概論」「教育相談」）２クラス，９６名
が参加した。
②調査時期：２０１７年６月下旬に実施した。
③調査内容および手続き
２８）仁木幸男「部活動と中学生の基本的生活習慣の形成─中学校長・部活動顧問に対
する教育的効果の意識調査─」『日本特別活動学会紀要第』１８号，２０１０年，
pp．６２-７１。
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授業の中でアンケート用紙を配布して教示２９）を行った。その後，調査対
象者には１０分程度でアンケート用紙の記入を求めた。アンケート記入後
は，授業者が回収を行った。アンケートでは，以下の３つの質問を行い自
由記述で回答を求めた。質問１は「中学校の部活動で最も有益だったこと
は何ですか」，質問２は「高校の部活動で最も有益だったことは何です
か」，質問３は「教員が部活動を指導することについてあなたの考えを述
べて下さい」である。これらの自由記述を長沼（２０１７），嘉瀬他（２０１６）
の手法を参考にKH Coder３０）を用いてテキストマイニングによる分析を
行った３１）３２）。
（２） 抽出語の分析
本項では，質問１から質問３の自由記述をKH Coderを用いてテキストマ
イニングによる分析を行った。以下では，抽出語〔 〕で示し出現頻度を概
観する。
質問１「中学校の部活動で最も有益だったことは何ですか」についての自
由記述をKH Coderで前処理を実行し，文章の単純集計を行った結果，６２１
の文，７８の段落が確認された。また，総抽出語数は８８３であった。これら
の抽出語の中から出現頻度が３以上の言葉をリスト化したものを表１に示
す。〔上下関係〕，〔力〕が９回で最も多く，次いで〔友達〕の８回，〔増え
る〕の７回，〔学ぶ〕，〔学べる〕，〔楽しい〕，〔関係〕，〔友人〕，〔礼儀〕の６
回となっている（表１）。
次に，質問２「高校の部活動で最も有益だったことは何ですか」について
の自由記述をKH Coderで前処理を実行し，文章の単純集計を行った結果，
２９）「本アンケート調査では，学校生活において経験した部活動についてお聞きしま
す。これは授業の評価対象ではありませんので，思ったとおりに答えて下さい」
３０）樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析』ナカニシヤ出版，２０１４年，
pp．１０１-１８７。
３１）長沼豊「教員の職務の過重負担とその要因について～部活動を題材に～」『学習
院大学教育学・教育実践論叢』第３号，２０１７年，pp．１０１-１０６。
３２）嘉瀬貴祥・坂内くらら・大石和男「日本人成人のライフスキルを構成する行動お
よび思考：計量テキスト分析による探索的検討」『社会心理学研究』第３２巻第１
号，２０１６年，pp．６０-６７。
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６２１の文，７２の段落が確認された。また，総抽出語数は１１８４であった。こ
れらの抽出語の中から出現頻度が３以上の言葉をリスト化したものを表２に
示す。〔友達〕が９回で最も多く，次いで〔学ぶ〕の８回，〔思う〕，〔自分〕
の７回，〔あいさつ〕，〔上下関係〕，〔身〕，〔大切〕，〔力〕，〔練習〕の６回と
なっている（表２）。
そして，質問３「教員が部活動を指導することについてあなたの考えを述
べて下さい」についての自由記述をKH Coderで前処理を実行し，文章の単
純集計を行った結果，２０６の文，８５の段落が確認された。また，総抽出語数
は２７８４であった。これらの抽出語の中から出現頻度が３以上の言葉をリス
表１ 質問１「中学校の部活動で最も有益だったことは何ですか」についての
自由記述の頻出語
表２ 質問２「高校の部活動で最も有益だったことは何ですか」についての
自由記述の頻出語
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ト化したものを表３に示す。〔思う〕が６４回で最も多く，次いで〔指導〕の
５２回，〔教員〕の４５回，〔部活動〕の３８回，〔生徒〕の２９回，〔先生〕の１８
回，〔良い〕の１６回，〔人〕，〔部活〕の１５回となっている（表３）。
（３） 共起ネットワークの分析
次に，前処理を行った抽出語の共起関係を探索するため共起ネットワーク
を作成した。共起ネットワークとは，内容分析の分野で伝統的に用いられて
きた視覚化の方法で，どんな語が多く出現していたか，またどの語とどの語
とがデータ中で結びついていたのかを表現する方法である３３）。図中において
は，出現頻度が多い語ほど大きな円で示し，語同士の共起関係が強いほど太
い実線で結んでいる。以下では，共起ネットワークをもとに抽出された語の
分類と意味の解釈を行う。なお，文中においては，抽出された語を〔 〕内
に，それらの分類や解釈された意味を【 】内に示す。
質問１「中学校の部活動で最も有益だったことは何ですか」についての自
３３）星野崇宏・荘島宏二郎・樋口耕一・富田英司「教育心理学研究のためのテキスト
データの計量分析」『教育心理学年報』Vol．５５，２０１６年，pp．３１３-３２１。
表３ 質問３「教員が部活動を指導することについてあなたの考えを
述べて下さい」についての自由記述の頻出語
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由記述の共起ネットワークでは，
第１に〔上下関係〕〔学べる〕と
いった語の関連が認められた。こ
れらを【上下関係】として分類，
解釈した。第２に〔友人〕〔関係〕
といった語の関連が認められた。
これらを【友人関係】として分類，
解釈した。第３に〔体力〕は【体
力】として分類，解釈した。第４
に〔友達〕〔増える〕といった語
の関連が認められた。これらを
【友達の増加】と分類，解釈した。
第５に〔力〕〔思 う〕〔忍 耐〕と
いった語の関連が認められた。これらを【忍耐力】として分類，解釈した。
第６に〔学ぶ〕〔礼儀〕〔あいさつ〕〔楽しい〕といった語の関連が認められ
た。これらを【礼儀・あいさつ】として分類，解釈した（図２）。
次に，質問２「高校の部活動で最も有益だったことは何ですか」について
の自由記述の共起ネットワークでは，第１〔友達〕〔増える〕〔人間〕〔成長〕
などの語の関連が認められた。これらを【友達関係・人間的成長】と分類，
解釈した。第２に〔大切〕〔仲間〕〔強い〕などの語の関連が認められた。こ
れらを【仲間意識】と分類，解釈した。第３に〔自分〕〔練習〕〔考える〕な
どの語の関連が認められた。これらを【主体性・自主性】と分類，解釈し
た。第４に〔あいさつ〕〔礼儀〕〔学べる〕〔身〕などの語の関連が認められ
た。これらを【礼儀・あいさつ】として分類，解釈した。第５に〔上下関
係〕〔学ぶ〕といった語の関連が認められた。これらを【上下関係】として
分類，解釈した。第６に〔重要〕〔思う〕といった語の関連が認められた。
これらを【部活動の重要性】と分類，解釈した（図３）。
そして，質問３「教員が部活動を指導することについてあなたの考えを述
図２ 質問１「中学校の部活動で最も有益
だったことは何ですか」についての自由
記述の共起ネットワー ク
生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義 ６９
べて下さい」についての自由記述
の共起ネットワークでは，第１に
〔思う〕〔部活動〕〔教員〕〔指導〕
などの語の関連が認められた。こ
れらを【教員による部活動指導の
自明性】と分類，解釈した。第２
に〔先生〕〔負担〕〔大切〕などの
語の関連が認められた。これらを
【部活動顧問の負担】と分類，解
釈した。第３に〔信頼〕〔関係〕
といった語の関連が認められた。
これらを【信頼関係の形成】と分
類，解釈した。第４に〔外部〕
〔コーチ〕といった語の関連が認
められた。これらを【外部指導員
の活用】と分類し，解釈した。第
５に〔授業〕〔生活〕〔知る〕といっ
た語の関連が認められた。これら
を【生徒理解】と分類，解釈し
た。第６に〔賛成〕〔クラス〕〔違
う〕〔技術〕〔難しい〕などの語の
関連が認められた。これらを【部
活動指導と学級経営の両立】と分
類，解釈した。第７に〔経験〕
〔知識〕〔専門〕といった語の関連
が認められた。これらを【専門的な知識と指導経験】と分類，解釈した。第
８に〔人〕〔自分〕といった語の関連が認められた。これらを【当事者の視
点】と分類，解釈した（図４）。
図３ 質問２「高校の部活動で最も有益だっ
たことは何ですか」についての自由記
述の共起ネットワー ク
図４ 質問３「教員が部活動を指導すること
についてあなたの考えを述べて下さい」
についての自由記述の共起ネットワー ク
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３．考察
本論文では，生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義について，
社会的なリテラシー育成の視点から検討するためアンケート調査を行い，調
査で得られたデータの分析を行った。その結果について考察していく。
ここでは，質問１と質問２の分析結果に基づき，部活動の教育的意義につ
いて考察する。まず，【上下関係】と【礼儀・あいさつ】は，調査対象者が，
先輩-後輩の関係，部活動顧問教員や外部指導員との人間関係をとおして礼
儀や挨拶の仕方を身に付け，上下関係について学ぶことができると考えてい
ることが推察される。学校は，学級を基礎集団とした同年齢集団による教育
活動が中心であるため，部活動で上下関係や礼儀を学ぶことの意義を感じて
いるのではないだろうか。【友人関係】【友達関係・人間的成長】【仲間意識】
からは，部活動が，学級や授業とは異なり生徒の興味関心に基づいて構成さ
れた集団であることや，新たな友達関係を形成できる場であると考えている
ことが示唆される。そして，【主体性・自主性】は，高校の部活動について
の自由記述にみられた特徴である。調査対象者は，中学校の部活動よりも高
校の部活動のほうが生徒の主体性や自主性を発揮しやすいと考えていること
が推察される。また，【体力】と【忍耐力】では，部活動の日々の練習や集
団活動等をとおして体力や忍耐力の向上が図られると考えている可能性が示
唆される。加えて，【部活動の重要性】では，部活動の教育的意義を認め今
後も学校が部活動を行っていくことが重要であると考えていることが推察さ
れる。
次に，質問３の分析結果に基づき，教員による部活動指導の在り方につい
て考察する。
【教員による部活動指導の自明性】では，調査対象者が，部活動の現状や
これまでの部活動経験を踏まえ，部活動は教員が指導するものであると考え
ていることが推察される。【部活動顧問の負担】と【部活動指導と学級経営
の両立】では，部活動の教育的意義を認めているが，学級経営や校務分掌に
関する仕事との両立の困難さを問題視していると思われる。そして，【外部
生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義 ７１
指導員の活用】と【専門的な知識と指導経験】では，部活動指導には専門的
な知識と指導経験を有していることが求められるが，指導力や指導経験の不
足を補うためには，外部指導員を活用することも必要であると考えているこ
とが推察される。また，教員が外部指導員を活用することは，指導力への不
安による精神的負担や校務の多忙による業務負担の軽減になると考えている
と思われる。さらに，【信頼関係の形成】と【生徒理解】では，教員が，部
活動をとおして学級や授業とは違った生徒の一面を知ることで生徒理解が深
まり，生徒との信頼関係が形成されると考えていることが示唆される。加え
て，【当事者の視点】では，部活動に係る現状を踏まえ，これからの部活動
の在り方について当事者としての視点で考えようとしていることが推察され
る。このことは，本調査の対象が教職課程の履修者であったため，自分が将
来的に教員として部活動顧問教員となった場合のことを想定してアンケート
に回答したのではないかと考える。
４．結語
本論文では，生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義について，
社会的なリテラシー育成の視点から検討することを目的として，A大学の学
生を対象としたアンケート調査を行い，部活動をとおして育成される社会的
なリテラシーと教員による部活動指導の在り方を探ってきた。これを踏ま
え，本論文の最後に生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義につい
て社会的なリテラシー育成の視点から述べる。
まず，部活動をとおして育成される社会的なリテラシーについて述べる。
先輩-後輩，部活動顧問教員-生徒などの上下関係，同輩との関係を良好に
保つためのコミュニケーション能力や礼儀，あいさつは，対人的な場面で必
要とされる能力であるため，社会的なリテラシーの中でも対人関係のリテラ
シーに含まれる。そして，生徒が部活動の目標や活動内容などについて主体
的に検討し，日々の練習や準備，片付けなどに自主的に取り組むことは，社
会的なリテラシーの中でも学びのリテラシーに含まれる。さらに，部活動
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は，社会的なリテラシー形成の基盤となる４つの要素が整えられている。例
えば，練習中に仲間を励ますことや，練習・試合を通して心身の向上，技能
の向上を目指すことなどは，学びの基礎となる豊かな心と健やかな体を培う
ことになる。次に，技能を上達させ試合や発表会で能力を発揮することや，
習得した知識や技能を後輩に教えることなどは，知識や技術を学び社会の場
で実践する力の育成になる。さらに，試合や発表会等で公共交通機関を利用
して会場へ行くことや，他校との合同練習会等を通して他の生徒や地域との
交流を深めることは，自己と社会を学ぶ機会となる。以上のことから，部活
動が社会的なリテラシーの育成に資する教育活動であることが示唆される。
次に，学校が，部活動をとおして生徒の社会的なリテラシーを育成するた
めの留意点を述べる。本研究では，部活動は，社会的なリテラシーの育成に
資する教育活動であることが示唆された。しかしながら，社会的なリテラ
シーの育成は，部活動だけで完結するものではない。学校は，各教科や道
徳，特別活動などの多様な教育活動をとおして生徒を多面的に理解し，個に
応じた指導ができるという学校の特質を踏まえ，部活動と他の教育活動との
関連を図ることが大切である。
一方，学校は，各種調査や本研究でも示されたように，教員の長時間労働
や部活動指導に係る負担の改善が課題である。校長は，部活動休養日の設定
や複数顧問制を導入，外部指導員の配置など，持続可能な部活動運営体制を
構築することが求められる３４）。
以上，本論文では大学生を対象としたアンケート調査をもとに生徒指導の
実践の場としての部活動の教育的意義について検討してきた。調査対象者を
３４）スポーツ庁「平成２９年度「運動部活動等に関する実態調査」集計状況」による
と，運動部の主担当顧問教員の部活動に関する悩みを尋ねる項目に対する回答
は，「校務が忙しくて思うように指導できない」（中学公立５４．７％，中学私立
５９．７％，高校公立５４％，高校私立４７．３％），「校務と部活動の両立に限界を感じ
る」（中学公立４７．９％，中学私立４５．６％，高校公立４３．６％，高校私立３８．７％），
「自身の指導力の不足」（中学公立４５．１％，中学私立３９．６％，高校公立３６．５％，
高校私立３２．６％），「自身の心身の疲労・休息不足」（中学公立５１．８％，中学私立
３８．９％，高校公立４２．９％，高校私立３６．１％）であった。
生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義 ７３
A大学の教職課程を履修する大学生に限定したため，データには偏りがある
可能性を含む。今後は，本調査で得られた結果を基礎研究とし，教職課程を
履修していない学生や他大学の学生を調査対象とするなど，さらに調査対象
を拡げることでデータの収集を進め信頼性を高めていくことが必要である。
このことが今後の課題である。
（かわぐち・あつし／経済学部講師／２０１７年１１月２７日受理）
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Educational Significance of Club Activities
As Opportunities to Practice Students Guidance
A View Point of Development of Societal Literacy
KAWAGUCHI Atsushi
In the current course of study, club activities are said to help improve
students’ motivation to learn, sense of responsibility, and nurturing of
solidarity. It has been shown that it is important to be mindful of the
association with the curriculum as part of overall school education.
In club activities, there are many occasions and opportunities for students
to learn the functions of student guidance and practice. In addition, “The
Student Guidance Summary” shows the importance of fostering societal
literacy as an important goal of student guidance.
Research on the educational significance of club activities has been
accumulated in educational psychology and physical education. However,
there has been very little academic research done related to the functions of
extracurricular activities and student guidance. It also seems that research
studies on the social qualities and abilities that students need to nurture
have been inadequate.
The purpose of this paper is to consider the educational significance of
club activities as a place for student guidance from the viewpoint of societal
literacy development. For this purpose, a questionnaire survey was
conducted for students enrolled in a teacher training course at one
university that explored societal literacy cultivated through club activities
and guidance on club activities by teachers. The results suggest that club
activities are beneficial educational activities that contribute to nurturing
students’ societal literacy.
生徒指導の実践の場としての部活動の教育的意義 ７５
